
浅野　敏雄氏石油化学工業協会会長

転
換
期
の
石
油
化
学
産
業攻

・
守
施
策
を
し
っ
か
り
打
ち
出
す

インタビュー

　
汎
用
化
学
品
の
国
内
生
産

再
編
が
始
ま
っ
た
。
製
造
業

の
海
外
移
転
や
ア
ジ
ア
新
興

国
の
化
学
品
生
産
増
で
、
石

化
基
礎
原
料
で
あ
る
エ
チ
レ

ン
生
産
設
備
は
２
０
１
６
年

ま
で
に
３
基
が
稼
働
を
停
止

す
る
。
中
国
メ
ー
カ
ー
の
相

次
ぐ
生
産
増
強
で
供
給
過
剰

が
続
く
合
成
繊
維
原
料
も
生

産
設
備
の
停
止
が
続
く
。
北

米
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
、
中
国

の
石
炭
と
い
う
安
い
原
料
を

使
っ
た
化
学
品
生
産
が
本
格

化
す
る
中
、
石
油
化
学
工
業

協
会
の
浅
野
敏
雄
会
長

旭

化
成
社
長

に
国
内
石
化
産

業
の
在
り
方
や
今
後
の
活
動

方
針
を
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―

年
に
も
北
米
で
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
由
来
の
化
学
品
生

産
が
本
格
化
し
ま
す
。

　
「
石
油
を
基
盤
と
す
る
現

在
の
価
格
体
系
や
国
際
供
給

網
の
枠
組
み
が
、
今
後

年

で
大
き
く
変
わ
る
と
見
る
。

化
学
品
の
原
料
も
石
油
だ
け

で
な
く
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や

石
炭
な
ど
多
様
化
し
て
い
く

が
、
こ
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
た
い
。
シ
ェ
ー
ル
ガ

と
ら

ス
な
ど
新
し
い
原
料
か
ら
化

学
品
を
作
る
技
術
開
発
で
国

内
石
化
メ
ー
カ
ー
に
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
か

ら
だ
」

　
―
シ
ェ
ー
ル
由
来
の
安
い

エ
チ
レ
ン
が
国
内
に
流
入
す

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
世
界
の
マ
ク
ロ
経
済
が

変
化
す
る
中
で
国
内
石
化
産

業
の
状
況
を
分
析
し
、
攻
め

と
守
り
の
施
策
を
し
っ
か
り

打
ち
出
す
こ
と
が
大
切
だ
。

攻
め
は
国
内
各
社
が
誇
る
化

学
品
の
生
産
手
法
や
触
媒
技

術
を
武
器
に
新
た
な
プ
ロ
セ

ス
開
発
や
強
い
誘
導
品
の
用

途
開
発
を
行
う
こ
と
。
守
り

は

―

年
後
を
見
据
え
て

国
内
石
化
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

競
争
力
を
上
げ
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
も
、
研
究
開
発

促
進
税
制
の
拡
充
、
同
じ
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
に
生
産
設
備
を

持
つ
同
業
他
社
や
上
流
の
石

油
精
製
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携

を
し
や
す
く
す
る
仕
組
み
作

り
を
政
府
に
求
め
た
い
」

　
―
７
月
の
会
長
就
任
あ
い

さ
つ
で
重
点
活
動
の
第
一
に

保
安
・
安
全
の
確
保
を
掲
げ

ま
し
た
。

　
「
企
業
の
ト
ッ
プ
が
防
災

・
安
全
は
事
業
の
基
盤
で
あ

り
、
最
大
の
関
心
を
示
し
て

い
る
こ
と
を
率
先
し
て
伝
え

て
い
く
こ
と
で
安
全
へ
の
意

識
向
上
に
つ
な
げ
る
。

年
以
降
、
国
内
石
化
設
備
で

事
故
が
相
次
い
だ
こ
と
で

会
員
各
社
の
社
長
が
集
ま
っ

て
安
全
に
つ
い
て
意
見
交
換

す
る

保
安
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー

を
開
い
て
き
た
が
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
国
内
石

化
企
業
ト
ッ
プ
が
安
全
の
重

要
性
を
訴
え
る
ビ
デ
オ
を
作

製
し
、
各
種
会
議
で
放
映
す

る
計
画
だ
。

月
５
日
の
津

波
防
災
の
日
に
合
わ
せ
会
員

企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
も
行

い
、
東
日
本
大
震
災
時
の
防

災
経
験
者
に
講
演
し
て
も
ら

う
」

　
―
海
外
の
石
化
企
業
や
業

界
団
体
と
の
情
報
共
有
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
シ
ェ
ー
ル
革
命
で
世
界

の
石
化
産
業
の
地
図
が
書
き

換
え
ら
れ
よ
う
と
す
る
中
、

国
内
外
の
関
係
先
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
通

じ
て
環
境
変
化
の
把
握
に
努

め
る
。

年
に
韓
国
・
ソ
ウ

ル
で
開
か
れ
る
ア
ジ
ア
石
油

化
学
工
業
会
議

Ａ
Ｐ
Ｉ

Ｃ

に
積
極
参
加
す
る
だ
け

で
な
く
、
中
国
の
石
化
団
体

と
関
係
を
強
化
す
べ
く

年

に
も
会
合
を
開
き
た
い
。
欧

米
化
学
大
手
の
日
本
法
人
と

交
流
の
場
を
設
け
る
検
討
も

し
て
い
る
」

　
―
石
油
化
学
に
変
わ
る
名

称
と
し
た
循
環
炭
素
化
学
の

普
及
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
世
界
の
化
学
業
界
が
進

む
べ
き
方
向
性
を
示
す
非
常

に
良
い
名
称
だ
。
石
油
や
石

炭
な
ど
有
限
な
炭
素
資
源
を

製
品
化
す
る
化
学
企
業
は
、

使
用
後
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

化
学
原
料
と
す
る
循
環
を
作

る
使
命
が
あ
る
。
こ
う
し
た

活
動
を
推
進
す
る
だ
け
で
な

く
、
関
連
業
界
や
一
般
向
け

に
も
循
環
炭
素
化
学
の
思
想

を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
年
内

に
も
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
す

る
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い

て
い
き
た
い
」

化
学
物
質
の
リ
ス
ク
評
価
販
売
機
会
拡
大
の
手
段
に

　
日
本
の
化
学
業
界
が
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
情
報
の
自
主
的
な
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
化
学
工
業
協

会

日
化
協

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
リ
ス
ク
評
価
結
果
の
公
開
が
３
５
７
件
と
な
っ
た

月
９
日
時
点

。

本
来
な
ら
リ
ス
ク
情
報
の
公
開
に
は
二
の
足
を
踏
む
と
こ
ろ
。
し
か
し
リ
ス
ク
情
報
は
化
学
物
質
を
加
工
す
る

メ
ー
カ
ー
や
消
費
者
に
よ
り
安
全
に
使
っ
て
も
ら
う
手
段
と
な
り
、
販
売
機
会
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
競
争
力
の

強
化
に
も
つ
な
が
る
。
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設
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日
化
協
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
・
オ
ブ
・
ス
チ
ュ
ワ

ー
ド
シ
ッ
プ

Ｊ
Ｉ
Ｐ

Ｓ

」
。
会
員
企
業
が
自
主

的
に
自
社
製
品
の
化
学
物
質

の
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
た

結
果
と
安
全
に
配
慮
し
た
使

い
方
を
ま
と
め
た
「
安
全
性

要
約
書
」
を
公
開
し
て
い

る
。
２
０
１
１
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、

年
８
月
に

件
を
超
え
た
公

開
数
は

年
６
月
に
１
５
０

件
を
超
え
る
と
一
気
に
増
加

し
、
３
５
７
件
と
な
っ
た
。

日
化
協
の
庄
野
文
章
常
務
理

事
は
「
ぜ
ひ
１
０
０
０
件
を

目
指
し
た
い
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
海
外
の
化
学

業
界
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
取

り
組
み
だ
。
日
化
協
や
欧

州
、
米
国
の
化
学
業
界
が
加

盟
す
る
国
際
化
学
工
業
協
会

協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
戦

略

Ｇ
Ｐ
Ｓ

と
し
て
リ
ス

ク
情
報
の
開
示
を
開
始
。
こ

れ
ま
で
に
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
成
果

も
含
め
て
４
１
０
０
件
が
全

世
界
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
リ
ス
ク
評
価
は
物
質
の
有

害
性
と
暴
露
量

物
質
に
さ

ば
く
ろ

ら
さ
れ
る
量

か
ら
調
べ

る
。
強
い
有
害
性
が
な
く
て

も
長
期
間
、
体
内
に
取
り
込

ま
れ
る
こ
と
で
健
康
被
害
を

引
き
起
こ
す
よ
う
な
危
険
性

を
明
ら
か
に
す
る
。
化
学
メ

ー
カ
ー
は
物
質
そ
の
も
の
の

有
害
性
は
試
験
し
て
い
る
。

化
学
メ
ー
カ
ー
の
工
場
か
ら

出
荷
後
、
化
学
物
質
を
加
工

す
る
製
造
現
場
、
輸
送
、
消

費
者
、
廃
棄
ま
で
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

化
学
物
質
を
安
全
に
使
っ
て

も
ら
う
た
め
に
リ
ス
ク
評
価

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
リ
ス
ク
評
価
は
国
際
合
意

に
も
基
づ
く
。

年
の
持
続

可
能
な
開
発
に
関
す
る
国
際

サ
ミ
ッ
ト
で
「

年
ま
で
に

化
学
物
質
に
よ
る
被
害
を
最

小
化
す
る
」
こ
と
が
国
際
目

標
と
な
っ
た
。
こ
の
目
標
達

成
に
向
け
て
も
リ
ス
ク
評
価

が
重
要
と
な
る
。
ま
た
庄
野

常
務
理
事
は
「
ユ
ー
ザ
ー
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

も
な
る
」
と
話
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
の
安
全
性
要
約
書
は
ユ
ー

ザ
ー
に
安
全
な
使
い
方
を
伝

え
る
手
段
と
な
る
か
ら
だ
。

樹
脂
成
形
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
も
設
計
時
に
安
全
性
要
約

書
を
参
考
に
す
れ
ば
、
よ
り

安
全
に
配
慮
し
た
製
品
を
消

費
者
に
届
け
ら
れ
る
。

　
法
規
制
で
求
め
ら
れ
る
以

上
の
情
報
は
誤
解
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
た
め
公
開
し
に
く

い
。
し
か
し
、
あ
え
て
リ
ス

ク
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で

市
場
か
ら
の
信
頼
が
高
ま

り
、
競
争
で
優
位
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
日
化
協
は
会
員
企
業
の
リ

ス
ク
評
価
を
支
援
す
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｄ
ｒ

ビ
ッ
グ
ド
ク
タ
ー

」
を

年
８
月
に
開
設
。
各
省

庁
、
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構
、
国
立
環
境
研
究
所
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

Ｄ
Ｂ

と
連
動
し
て

お
り
、
１
回
の
検
索
で
各
Ｄ

Ｂ
を
ま
と
め
て
検
索
で
き

る
。
評
価
作
業
者
は
画
面
表

示
を
切
り
替
え
た
り
、
文
献

を
探
す
手
間
を
省
け
た
り
す

る
。
こ
の
ビ
ッ
グ
ド
ク
タ
ー

も
登
録
件
数
を
増
や
す
原
動

力
と
な
っ
た
。

　
リ
ス
ク
評
価
は
化
学
メ
ー

カ
ー
以
外
に
も
広
が
る
。
労

働
安
全
衛
生
法
が
改
正
さ

れ
、

年
６
月
ま
で
に
製
造

現
場
で
化
学
物
質
を
扱
う
事

業
者
に
は
リ
ス
ク
評
価
が
義

務
付
け
ら
れ
る
。
日
化
協
が

公
開
す
る
リ
ス
ク
情
報
は
、

事
業
者
の
リ
ス
ク
評
価
を
支

援
で
き
る
。
化
学
業
界
に
と

っ
て
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
安
全
性
向
上
に
貢
献

で
き
る
機
会
だ
。


